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`【 写) 抄
い
混合 氣體 の ガ ラス に於 け る吸 着
C.Drucker及uJ・Tfnracn;z.phps.・Chem.147,371(1930)
著者 は水絮 と茨酸瓦斯,或 はその混合氣軆は乾燥 した及び濕つ允硝子に對する
吸着蓮度 とその平衡 を測定 してゐる。實驗の温度は.25℃であるo
用ひた耐.子試料は約 ユ20瓦の硝子綿(裹 面秘約sm)で,先 づこれに吸%uし
てゐる水分及び氣體 を除 きまろ/31L,試料を入れた吸着容器 を300℃ に於て,
二晝夜眞室に引いた。斯 くして,ガ スビユレツrに充た したCO2を 水銀を川ぴ
て吸着容聯の中へ押 しや り,吸isniJ後の壓力を,Hcygenの壓力iii"KiiRんで,計
算 により,乾燥 し元硝子綿1ζ對するCO,の吸蓄量が得 られる。
次 に吸茄量:の濕氣 に蜀 すろ影響 を見 るために,最初一定の水蒸氣壓を奥へ,硝
子綿に一定量の水分の吸着を起 してすいてか ら,CO..の吸震量を測定 したが卒衡
に逹する迄の期間は,D'c燥した稍子に於けるよりも非常 に長 く,前者が二三il躙
にて手衡:で逹すろに對 し、濕つた硝子に於ては約二書夜を要 した。吸着量 も前の
約 十倍にm加 してゐる。
水素の硝子に對する吸茄は乾燥 した場合には吸着量が余 り少ない瑪めに測定不
可能であつたが,濕 つた場合には相當の吸着量を示 した,し か しCO:に比べて
は遙かに少量である。x,とCO.の混合鰕 をssつた硝子に吸蒜さ し海場合は組
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(墨) 抄 録
用ふれば,原 子罎 の如 何に隰せす 同一 なる事。等で ある。
伺.じ見地か ら更に白金 を觸媒 と した る他O毬 々の反甌 につ いて も事変に よ く一
致 した詮明 を輿 へ る事が出來 る。
.最後に普者 は活性 中心め本性 夊冂何 に閣 して核 詮 を出 してゐ る
。(川 端)
不 均 一 系 反 應 に 於 け る氣 相 輝 光
W・Itymkenburger及び¥VZimmermaty
Z.pLys.Chew.13,10,238(1930).
Ij1.'を酸素 を含 まない氣流 中にて500'一saoに黙 する とh衂 が生す るc此
れに少量の0ユを含むN,を 通す ると琉N片 上の氣相 に於 て青緑一 黄緑 の輝光 を
認 める。此れ は氣壓 を小に することによつ.て其 の大 さを大 にす る ことが出來 る。
7
此れを分光器にて 見ればLiの 赤線と青線の外にNaの 黄線0表 れるを見る。
岱ほ其か他 に緑紫 に跨 る帶歌スペク1・ルが現れた。數回の研究にょりて此乏)線色
輝光の禺現には窒素の外に少量のo,の 存在を必要とすること,活 性窒素はLi
の赤線 を強 くすれどEは 彊化 しないこと,強輝光はIj小「の外に比鞍的多量
のLiの 存在を必要とすることを認めた。此等のことより此の現象ぱLi.Nガ酸





從來 不均一系觸媒及反應 と均一系觸媒 反愍 との間には確然 た る區別 がある もの
tへ てゐた。然 し此 の匪別 は樵其 り觸嬢力:反應物質 と同相 にあ るか或 は異相に
あ るかに よつ てのみ生ず る ものに して共 の活性 化機降に於 ては何等 の差 別 もない
一 〔抄 鋒)一
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抄 録 (6)
もので ある。H.S.Taylorの活性 巾心詮に よる と不均 一系觸媒【z於て活性r[.1心
と して働 くも.のは結晶尖端(咀 …一の原子便1匸よ りて績 晶體 に逋 る原 予)の 如 き も
のが それで あつて反應物質 は此れに吸着され て活性化kLる と云 ふ。Armstrong
及Hilditchは更 に進んで斯 る原子は觸媒作∫1]の瞬間 に於 て1よ母體 よ り猿 れて中
間化合物(瞬 閥的)を 造 ると云ふ。yt;らば此れ よ り考へ られ る ことは不均一系燭
媒 を可及的均一・系觸 媒に ずる ことに よつて共 の鱗媒能 を大 にすることが出來 ると
云 ふ ことで ある。斯 ることは液相 に於て はTi(uめられて ゐるが(硬 化rih)1,酵素 の
作 用等)無 和 に於 ては未 だ何 等の研究 もない。著者等 は此れ を氣相 に於 て確 むべ
く此の實驗 を行 つた。
氣相に分 散 されたNi(Aerosol型)は次 の二の方法で得 られた。(A).Ni電
極間の電弧に よ りNiを 氣 相rl!に蒸發 さすC(b)Niの化合物例へ ばNi(CO),を
反慮氣髏混 合物 中にて分解 さす。斯 る觸媒のCO÷3H2富CH汁HPに 對 する箭
媒能 は流 式法に]:り此れ を確 めたo帥 ちCO:3H雪 の割合の混 合氣體 に適雷量O
Aerosol型Niを混 合 して此れ を反應容器 内(温 度=(a)觸媒り時 はaooｰ,(s)觸
媒の時 は3000,400',500りにて反應 させ るo然 る後 に婆器 よ り田つる瓦斯につ
いてBone&W"heerer裝置にて分析 した ので あ る。此 のYi:n:u果(a)及(b)共に
觸媒能n;;き を確 めた。it較のた めに酸化 物 よ り得 られ る遐 元 翼iについて同一.
條伴に於 て此 の反應 を試み しに完全にCOはcx,に なつた と云ふ。
Aerogel(Aero§olの凝結せ る もの)型Niの 觸媒 は(n)及(b)と 同一方法
にて此れ を得 た(各(a,)及(b,)觸 媒 と稱 せん)。而 して觸 媒能 も同一方法に℃
確 め しが其の表面瑣 の驚 くべ き程 大 な る に 反 し觸媒能 は殆 ど無 かつた と云ふ亭
((a)觸媒が僅 少なる活注能 を有 するのみ)。此 の時比較 のために14edsforth觸
媒(Ni十15%A1コ03)をmひしが此れ は 殆 ど完全 にCOを 還元 したと云 ふ。1又
G.H,一FH,→〔塾H6にANて 上 述 〇三觸媒 の活性凌 を調べ しに(b,)のみ3
で あることが解 つた。(mの ことは此巧)反應がCOの 遐元反應 よ りも起 り安 きこ
一(抄 蠍)一












オ ゾ ンの光 化 學 的 分解
H.J.ticLuukiclicr;∫.A皿er.Uhem.靴"52,297,(isso.)







こlYLXは03の他に加へ られたる瓦斯 を意味 し(多くの場合o..)mは1よ
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抄 録 、(・7:)
が光 を吸牧 して起 る第一反應 と して
a十h→0～
Oa=h;→a,十a
の二 つが考ぺ られ るが,著者 は後 音が實驗 的諸 事實 及びOaの 赤 色光線 に於け る吸





の如 くな.るが,1{istiakow;kyが使 用 した赤 色光線 で1ま40.000巳al以上の エネル





で あって,.(2)の反應 に ょりて生 じた.るo;は その有 すろ過 剰nヱ ネルギーに ょ
りて迚藪 を生ぜ しむ る ことが出豪 る。(3)の反應 は三靉間の衝 突であって.Mは
第三の物質 を意味 す。躑 ちMはn, .と0と の衝 突に よ りて生するオ ゾン形の凄
'分 子(quasimolecv!e)との衝 突 こよ り.て,ICE分子 を(hに 安定 さすに必要 なるエ
ネルギ ーを取 去 こ役 冠ξ右 す る も.つである。 この反應機構 よ り吹D反 迚 慶式
一 撃L賑 〔・+頑










一頸 泣 畷 幽(伍)
d)又先きに掲げた.るKistiakowskyの反應速度式(03及びOtの 分壓が共に中






衝突に際 してよくエネルギーを取去 り得るもの とすれぱ,反態速度恒數
魁「 。殳76。とな り,・t・trn…(・)の鷹 速塵 數を計軋
一些壁
k・一76。
.、離 塁。)(。3)(　Eは 姻 を意味す)
サる
を與へ て居 る。Kistiakowskyの實驗 記録 よ り 髄冒5×10と な りよき恒數 を與へ
る といつ て居 る。即 ち(2)の 反應は03と0と の間 に行 はれ る2000の衝突 に
一一っの割合 に進行 す るもので あ る。tれ より吾 々は非常 なる發熱 反腱1は熄 ての衝
突が有 効 に働 くもので ない ことを知 るのである。
O/1と共 に存在す る他の瓦斯 の影響 は杢 くそれ等 の瓦斯が上述(3)の 反確{に於
て第三物 質 として有 する性 能の如 何1:よる ものであ るoEEちエネ几ギーを取去 る
能 力大 なる.ものT■O.・の分解lt封し毒作用が大 となる ことを示 して屠 るcKistia-
kowskyによれば他の惚 ての瓦斯iま毒作用を窮 する もので,そ の作 用 はO.iのそ
れ を1と すればHeは0.13,N,,は0.3,CO,は0.8となろ。
温 度の影響 は上述 の機擁 に從へば全壓が小な る時 は殆ん ど無(,全 壓力稿 くな
一(抄 鋒)一 .
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抄 録 (9)
で あるが,豫 めこるに從つて温慶係數 は正 とな るべ きことを示すoKistiakovvsky
の研究は よくこれ と一致 すo
紫外線 に よる分解一 この場合 も吸收 スペ ク トルの性 質 よ り光 による第一反窿
はO,→OLi十〇で あつて,唯 ζの際生す る0は 赤 色り時 と異 り興奮1伏態 にある もの
で ある。紫外線 に よる分解 の定量的 研究 は尠 く,そ の特 徴 と して舉 げられて居 る
ものはa)赤 色光線 の場合 よ りも量子生城率が非ttlc大で あること,b)赤 色光
線 の場合 はKi$tiakOW:gkyによれば水蒸氣7)影響 は無 いが,紫 外線の場 合に於て
は反應速度 を大 なら しむ る効.果あること等で ある。
ロオ
a)の設明 と して は第一 に 上蓮凝構の(3)の反漣1速度恒數を10と すれば
Warburgの賢驗よ り趾戸5×10((2)の反應の速度恒數)と な り赤色光線の
　ゼ
恥=5x10に比 して大であること、第二には(2)の反應によ.夢て生 じたるOLi
は赤色光線の時に比 くて大なるZネ ルギーを合有する故に蓮鎖 を起す可右蹤iが大
であること等を畢 げて居 る。b)の設明としては興奮歌態の0が 水 と反應を起 す
によると云つて居 るo
要すろに上述の如 く著者の機櫞及び双應速度式は完全なる ものとは云へないが
從來の實驗的窮質に最 もよく逋合するものと して居る。(市 川)
連 鑽 反 應 の 研 究




P・1i飄・1縦 近C・H・王・の1;の 存在に於 ける四鹽4嵌 素 の溶液 中の熱分解の
研究 を霜 し,そ の反速速度 は
一一(抄f)一





に類似 で あ る 乙 と を指摘 して居 るo著 潜は 本論文 に 於 て 先 づ]ゐ蚰gr及 び
FiollefsonがBodenstein及び その共 同研究者の提出.した るフオ スゲの分解 の機
:_jmへた る批 諍 を反駁 して フオ スゲンの分臘 構 を論 じ 進 んでこれ と類俶性





であって,(=OCIはCO、Clと李衡 闊 係に存在す る ことは最 も重要 なる殿で ある。
Itollefson等はCOCIは 三饅衡 突の結果初 めて安定 なるを得 る もので あつて敢 て
CO及 びqとCOCIの 問 には干衡闘係.あるを≡要せ'}として居 る。 この鐵 は最.も
重妻 なる意見の相違 と見 ろべ きで あるが,著 者{まこ2.tit答へ てCOCIが 三醴衡突
の結果 生すべ きものなるは明かで あるが,COCIの生破熱 は約6Calの 程度 の も
ので あ り從つて分解 してCOとCIに なる反應速度 も速かで あ り共 瓱に結局竿
衡 歌態が生9"るもの と して居 る。樹Rollefson等が三體薊突1こ際 して第 三物質 と
してC4:を特定 せ るは営 らす と爲 して)r'aる。















と考ふ る こと力聾鈷來,こ れ等 よ り
ユ エ




を誘導 す ることが}1徠る。 これはPo!issarの得た る もの と全一の ものである。
伺 喜者はBOdeast'∋inの1,≒21の早衡1こ關す る研窒結果 をfl]asて
CtH`lt十1→CsH`1十!2
の渚性化1)エネル ギーはQno"=11.5Calである こと を計算L,進 んで か くの如 く
して得 たる化學力學的數値 と熱化學1'1勺敷値 とよ りしてC一 原了・D(5s)と(3i・)
とのエネルギーの差 は74Calであ り,C-IlcPtナるエネルギ ー及びC-CとC=
Cと の エネルギ ー難 は共 に48Calであ るこ とを計算 して屠 る。(市 川)
COとv..の 乾 燥 及0:濕 潤 混 合 瓦 斯 發火 の 臨 界壓
V。F・(b鹹e島一及uW・E.('arncr;
T「a]RS・=『ar【しd皿)厂So〔』,2E,190,(iJX10)
著者等 は本研究 に先 ちて既 に混合瓦斯ρ發 火の最 低臨界壓 は瓦斯 の乾燥隻に よ
りて殆 んど影響 されぬ ことを見NSL,こ り事實 は水蒸氣が混 合瓦斯の發火 による
一(抄 録)一
i
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(】2) 抄 録
焔の速度に及ぼす影響に鰌する從來の概究結果よ り考ぺて著者等のImo.[外とし
isる盧であつて著者等 をして更 らに本研究に從事せ しむるに至つた ものであるD
著者等は最低臨界壓は温度の影礬を受けること僅小であることを發見 し,又こ
の反應 を比較的低蜃に行ふ時は反應iま常に終結 しなv・ことも見て居る。 この こと
は恰 もSeminoffが研究せ るA,及s・o.,の混合瓦斯IL於て初壓如何に拘 らす
一定の温度に於ては常に一定り殘壓を認めて居 る事簀 とよく符合する もの で あ
るo前it於 てfaun"者程簡單でない様であろo著者等によれぱ殘壓 は反應器壁の
性質によ4て一定 しない結果 を與へて居る。
Sili(aの反應器の一端に直接壓力計を接綬 した ものを用ひ,こ れに先づ一定容
孟の室氣を入れてその壓(HMSO,にて)を讀み,次に同審量の混合氣を入れて反
腱{せしめ終壓を談むのであるC41i合氣 を約GOOｰC附近に保ちたる反應器に入るる
時は約30秒 にして發火 し焔を認め,次いで約一分にして壓は定常の厭態に邃 し
反應のu;行の絡結を示す。この終壓を讃むのであるo實驗は低い壓より初めて漸




















きを有 すべ きであ る。bは 反應
が完全 に終結 する時に與 ふるべ
き壓 を示 す。部ち
2COIO==2CO..
よ り縱軸 に平行線 を引けば常體
ワ














を變化させ逖鎖を破壌する性能に變化が起 るものと緒論 して居る。(市 川)






2)雰器 の 單位容積に1Jる 器壁面の増加は下限爆發壓を高める。即ち甜壁は
反應妨害作刑 をする傾向がある。
3)不話性氣體の混入は器壁面の減少と同 じ結果 を生する。
これ等の性質は近来の研究 にu:て燃燒 反應に共逋の ものである事が確められて
來た。而 して,こ れは反應が所謂逑鎮:瞹権的性質を持 つ～罫に歸せられて居る所で
ある。
斯の如 く爆發壓は器壁画及び不話性氣膃の影響をmilるものであるが,更 に紫
外光線に依て も下限爆發壓が移動する事が發見 された。enち下限爆發壓より遙 に
低い壓力に在る安定 な(PH,:o.,)の混合駸に一定蒔㎜紫外線を投射 した後直ち


















に読 明 して居 る。LPち紫外線 の爲 に混合體D中 に何等かの反應 を促進 す可 き活性
物 質 を生 じ,始 めは次第 に壇加 するが,ia_が或 程度 迄増加 すると,その潰域 して
行 くもの と相殺 して それ以上 には 活性 物質が 増加せ篭識と云 ふ尻謂photo,一tation一一
arystateが域立 し,光を投射 す る事 を止 めると活性物 質は吹第 に減 少 して元の歌
態 に復3i'uする ものであ らうと云 ふのである。之 を簡 一i1.3d數式 で表 す爲に光 に伎て
發生 する活性物質の數 をXと し,その發生速度 をAと すれ ば
喜 一A一・x
但 しzXは 淌滅 する もの を表す。所謂nhotostationnrystateに於 ては
要 一一A一 ゐxり一〇



























算 して,IOT回D衛突に對 して1回 り活性淌失が起 ると云ふ結果を.得て屡る。
(後 藤)
氣體 爆 發の際 に放 射 され るエネ〃 ギ ーの 絶對量
D.H.Hl江1及びK・ 丁紬;T㎜ 。
FanLd。Soc.26,605(1930)
Davidが水素一 空無及び石淡瓦斯一 空氣濫合氣體の爆發D際 に放射 される
エネルギー量の測定 を行つたo爆 發の際に放射 されるヱネルギーは燃燒の結果出
楽 る高温度の物riによる勲放射及び新 しく生成された分子か らの放射とであつて
Davidの實驗の場合は前者の爲1こ後者はよく現はれな)、。普者はtC較的細い燃燒
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(IG) 抄 録
度,サ ーモパ イルの受け るエ ネルギーの全エネルギ ーに劉 する割合g及 び燃 えす
に殘 つで ゐる氣體の百分摩 等 を凡 て計算に入 れた。斯 くして得た放射 されたニネ
ル ギーの爆焚の全 エネルギ ーに對 する割 合は次 の様 で ある。
2Hま十〇,に 對 して は2.93パ ーセ ン ト
2CO十〇.に 對 して 【ま23.94パー セ ン ト(城 野)
爆 發性 混 合氣腿 の爆 發。酸素 水素 の混合氣 軆 中
tz於け る爆 發速度 の計 筧並 に他 の氣鱧 のF!i3GRby-rr
B.Lewis及UJ・B.Fr舩uf;J.rLnter.
Chem.Soc.52,3905(1930)









こ Σにf=す 二みヤで あつ て,rユ,TI,ni,は螻發前 のi氣體の比容,濃 度及び一瓦中
の モル數,v..,T5n..はfk爆獲後の氣腥 に闘 する もので ある。T',Cuは爆發後
の氣體o比 熱 の比及び比熱 を表 は し,Qは 反應 に よつて生孛る91.Vは 爆發波
の速 度であ る。上 の式 を用 ひて,(1)(2)を滿 足するF+及 びT:を 求 め,こ れ
を(3)式 に入 れてVが 計算 され る。酸素水素 の場 合燃 廃後 の氣鯤 に就 て2H,0
一(抄 録)一
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抄 鋒 (17)
#2H雪十〇含,2H=0=Hs+20H,H畜2Hなる準衡 を考慮に入'1,これと(1)(1)(3)
の式か ら爆發波の速度を計算 したのであるが斯 くして得た値は酸素或は窒素が過
剰に存在 す.る,場合{よ實驗結果 とよく.一致する。水素が非常に過剥の場合は實驗
結果 との一・致は充分でないG(3)式が示す4S.iに爆發波の速度は燃僥後の氣鑑滉合




乍 らAr及 びHeをimへ た場合質驗と計算との充分なる一致は得られ な か つ
た。(披 野)
氣 皚 原 子 と固 皚 表面 間 の エ ネ 〃 ギ ー移 動
J.-i.P.olrrt;Proe.lto}一.Soc.A,12g,110(1930)
氣盟 分子が固醒表 面に衡突 す る際 にraてくる分子の エネルギ ーは固體 の巌 に
相當す る ものでは な く衡突N%1のエネルギーに閣 するo簡 單 の爲一・原 子氣體 をとる
と
T厂2-T1=a(T.,一T1)
T,,T.'を衡突前及 び衡突後 の原子 のエ ネルギ ー,Tgを 固髏 ゆエネルギ ーとすれ
ばaはaccromm(xlationeogffic1entであ る。
單位表面積 に衡突す る分子の數 は氣體運動論か ら知 られ,遐 び去 られ るエネル
ギ ーの)iiIMT'毒一T,な る故1ζm體がら失 はれ るRSQはaを 入れた式 であ ら
はず と
Q一・・… 一'pzO一(振笹ca・ ・㎡sec
pは 氣罷の壓九 μ は氣覆の分子量,Tはその干均湿旋である。著者は氣體分子
一(抄 錬)一
,
?物 理 化学 の 進 歩Vol、5No.1(1931)
(7B) 抄 鋒
と田體表西 の間の作用が周催 表面の性質 によつて如何 に變 るか をみ る爲xの 様な
實驗 を行つた。
1ヘ リウ.ム氣舩 中で タ ングステ ン線 を電氣 的に2COO℃以上 に熱 し,熱するの
をや めてか らの タング スデ.ン線 の抵 抗の時間的變化 帥ち温度 の變化 を測定 した。
皿 岡様 の實驗 を繰 返 しfir,
皿 上 の實驗 の彿正 をなす爲10一'mm.以下 の壓 力中で轜射 による熱 の清炎 を
測定 した。
皿 表 面 に充分 ヘ リウム 氣體 を吸若 した タングステン線 に就 て,豫 め2COO℃
に熱 する ことな しに1と 同tの 測定 を行 つたo
賓験 の結果 固湿表面 がi氣霊を吸着 するに從つてaガ 大 き くなるLと を示 してゐ




的 に この禦 匿が確かめ られてゐ るqこ れ らのRの 補正 を加 へてヘ リウムー タ
ング ステ ンに就 ℃はrs=0。05-0.07ヘリウムー 昌ツヶルに就 てはa=0.08を
得た。1
氣體分 子 と固饂表面の衝突 を彈性球 の衝突 とすれば,
〃2麗㍉旨β〃ta'o+(1一β)mU㌔
…//!'T1,Ti… てm.111・氣體 ・・躪 畍 子u.・o,lly,Uoは72k
氣{邉分7の 衙突前 と銜突後 の迚 度及 び両體分子の運動 の速度 である。eo.e,及び
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抄 鋒 (19).
団睡D向 一表面 で二度以上衝突す るi-uだ けの分 子に就 てalの 極大値 帥ち1
とすれば,aは(1尸 β).と.(i一,,a).のIVAizなければ な らなNo所 が この理 渝の要
求 する所は313ARIJil:と一致 しな》・。それ故 た著者 は古典的理論 を離れ て種 々の考
察 を試 みlll1これに闘 する賓驗 を行 ふ と霄 つてゐ る。(妓 野)
i氣醴 酸 化 反1,の 速 度 に就 て
F。For監及aC。1翫 ・lliusLelmoxl;Pr㏄・
12,0r.∈㎞ A,129,234(1930)
CsH,及sC;,H:,の氣髏酸化反應 に於 け る性 質,帥 ち反應速変が これ らの炭水
化物の量 には大 いに闘係 すろがo,の_r,:には余 り影響 を受 けない窮,器 壁表面が
反應 を妨審 する傾向が ある事,及 び反應孅 が最大 となる迄 にInductionperi(a
が存 生する事等の諸性 質が他の化學購造 を異 にある物質の場合 に於 て如 何に變化
するかを研究 する爲i"CII.1が燃燒.rる際に經 て行 く段 階 とa;へられ るCII,,
CH=:OH,及びHCOH等 に就 て,そ の酸化 反應 乃蠍 ガ觀 禦 されたo
反懸 は大體(CIA.:4iO.。)詈(CH,OH;h42"');(HCHO.321ｰ)等の濃 度に於 て行はれ,そ
の迚慶 は40%進 行 するの に約5分 を要 する税慶で あつた。r生 成物 こは0の
過 剰に於 て もyarnとH.,Oとが その.:r:部分 を匚!iめて居 た。何れの場 合に もC.II,,
QH」 の時D如 くInduct`.onp3riodが認 められ,こ れ は これ等 の酸化 反慮が階段
的 に進 行 し,或種Z)ε【竃間物質が或程度迄蓄棲 されて屑謂Stat:onarysta㌍が域立
した時始 めて反應速度が最大 を示す もので あ ると設 明 さ れ た。 …匁こ反應速慶は
CH`,cx:.OH.HCHO等の初壓力の増加 に從 ひ菩 しい培加 を示 したが,o.,の塵
力IL!a殆ど影曇 を受 けす,却て0謦の壇加 は反應靆渡 の減 少 を來 す傾向 さへ認 め ら
れた。著者等 は これ に依 て,o,が の反應.を進 行せ しむ る中聞物質 を淌滅せ し
む るもの と考へ た。
更 に反廱容gen大 きさを變 じた り,或 は小硝 子片 を容器 こ詰 めた りする事.こ依
一(抄 鐘冫一
?
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る時には器壁に吸着されるo_が その主要なる役口をなす もの と考へで,反應速
ar式を求め,貰驗結果 と相當の一致を示 した。(後 藤)
一(抄 薙)一一
